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成果

なぜハーベスタに計測機器をつけるのか
山の木を伐倒して切り分ける前に品質がわかれば、使う目

的に応じた無駄の少ない丸太が生産できます。そこで、木の
曲がり、密度、強さに関係するヤング率を機械的に判定でき
る要素技術を開発し、ハーベスタに搭載しました（図1）。

木の曲がりを判定する技術
3Dレーザを用いて木の形状を計測し、曲がりを判定する

方法を開発しました。ハーベスタヘッドにより丸太を掴んだ
状態で、図1の赤い装置からレーザ光線を木の根元側に向け
て照射し、丸太の上下左右の曲がりを判定できるデータを取
得します。また、ハーベスタの傾きに関わらず木の形状が計
測できるようにするため、ハーベスタの傾きにレーザ光が追
従するための平行リンク（図2）を取り付けました（特許出
願中）。

木の強度を判定する技術
木の強さに関係するヤング率という指標は、密度と木の中

を伝わる音波の速度（音速）を計測すると評価できます。密
度は、ハーベスタが計測する木の体積と、ハーベスタヘッド
とアームの接続部に取り付けた専用の質量計で計測したデー
タから算出します。音速の測定はつかんだ木に2本のセンサ
を打ち込んで行い（図3）、ハーベスタヘッド内に搭載した機
器により繰り返し計測が可能な機構を開発して評価できるよ
うにしました（特許出願中）。計測に用いる音波を電気的に
発生する方式にしたことで、100回以上の繰り返し計測が2
秒以内で可能となり、測定精度も向上させることができました。

情報の共有と活用
生産した丸太の径や長さは、ハーベスタでの作業時に計測

されていましたが、日本ではオペレータが作業の参考にする
だけで、他に活用されていませんでした。そこで最新のICT
や計測技術を取り入れ、品質を含めた丸太形状や作業位置及
び時刻の情報など、ハーベスタから得られる様々なデータ
を共有し活用できるようなソフトウエアを開発し、ハーベス
タの制御機器に組み込みました。データの共有にあたって
は、海外の先行事例を参考に世界標準のフォーマットである
StanForD2010形式を採用することとし、各地への聞き取り
調査結果から日本の原木取引に適したデータ項目を追加しま
した。ハーベスタから得られる情報は丸太の生産者だけでも
様々に活用できますが、丸太を買って利用する人々と共有す
ることで、流通コストの削減や付加価値の高い丸太の生産が
可能となり、森林所有者の収益増にもつながります。
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山の木を伐倒して切り分ける前に品質がわかれば、使う目的に応じた無駄の少ない丸太を生産できます。そこで、木の曲がり、
強さに関係するヤング率、密度を機械的に判定できる要素技術を開発し、ハーベスタに搭載しました。また、ハーベスタで丸
太を生産する際、丸太の径や長さは自動で計測されていましたが、日本ではそのデータが活用されていませんでした。そこで、
ICTを取り入れ、品質を含めた丸太形状や作業位置の情報など、ハーベスタから得られる様々なデータを世界標準のフォーマッ
トであるStanForD2010形式で共有できる機能も開発して搭載しました。

原木の品質がわかる ICTハーベスタの開発
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図1　開発したハーベスタ
情報共有の機能を運転席の制御機器に搭載

図2　曲がりを判定する装置
赤が3Dレーザによる測定装置
青が傾きに追従する平行リンク

図3　強度を判定する音速センサ
木にセンサを打ち込み、音波が伝わる時間を計測する




